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中

国

戸
惑
い
と
不
安

は

ど

米
中
接
近 、
そ
し
て
米
中
国
交と
順
調

に
進
ん
で
き
た
米
中
関
係
K
加
え
て 、

「
四つ
の
現
代
化」
を
目
指
す
中
国
は 、

い
わ
ゆ
る
H

開
放
体
制d
へ
と
移
行
し 、

ア
メ
p
カ
に
と
っ
て
も 、
西
側
陣
営
に
と

っ
て
も 、
大
変
物
分
か
り
の
よ
い
固
に
な

っ
て
き
た 、
と
胸
を
なで
お
ろ
し
て
い
た

矢
先 、
そ
の
中
国
が
台
湾
問
題で
急
に
頑

念
態
度に
出
て
ア
メ
p
カ
を
手
と
ず
ら

せ 、
挙
げ
句
の
果
て
は 、
村け
も
あ
ろ
う
に

中
II鳴
嶺
ゑ佐

（
東
京
外
語
大
学
教
授）

中
ソ
接
近
は
あ
り
え
な
い
と
の
見
解
が
支
配
的
だ
っ
た
だ
け
に

、
一

昨
年
後
半

以
来
の
中
国
の
対
米
便
化 、

対
ソ
修
復
の
動
き
は 、
米
指
導
層
を
戸
惑
わ
せ
た 。

そ
し
て
中
国
認
識
の
国
際
的
潮
流
は 、

こ
こ
一

年
間
で
大
き
く

変
化
し
た 。

授
（ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大）
が
『
フ
ォ

ヘ

行

く

m

－Hン・
アフェ
ア1
ズ』
の
最
新
号

（一
九
八
三
年
春
号）
で 、
「
ちょ
う
ど
ソ

宿
敵
で
あっ
た
は
ず
の
ソ
迎
と
の
関
係
を

迎
が一
九
五
0
年
代
に
中
国
を
ア
メ
リ
カ

修
復し
よ
う
と
し
て
い
る 。
い
っ
たい 、

に
対
す
る
カ
ー
ド
と
し
て
P

利
用H
で
き

中
国
は
ど
とへ
存
く
の
か 。
中
国
の
指
導

ない
と
と
を
知っ
た
の
と
同
様
に 、
ア
メ

者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か 。
果
た
し
鳥

”y
カ
は一
九
八
0
年
代
の
今 、
中
国
を
ソ

て 、
中
国
は
信
頼
に
足
る
相
手
な
の
だ
ろ

迎
に
対
す
る
カ
ー
ド
と
し
て
H

利
用H
で

う
か 。

剖刻吋d叫討郵避
し
た
の
だ」
（「モ
ス

ク
ワ・
北
京
の
デ
タ
シ
ト」）
と
結
論
づ

け
て
い
る
と
と
も 、
そ
の一
つ
の
表
れで

あ
ろ
う 。

と
れ
まで 、
ザゴ
p
ア
教
授
は 、
中
国

を
ソ
迎
に
対
す
る
対
抗
力
（
カ
ウ
ン
タ
ー

・
ウェ
イ
ト）
と
し
て
大い
に
宜
視
すベ

・園田・
‘・ー

右
の
よ
う
な
戸
惑い
や
不
安、
そ
し
て

懐
疑
や
不
信
が、
今
ア
メ
リ
カ
の
指
導
者

や
専
門
家
の
問
に
生じ
つ
つ
あ
る 。

ア
メ
Hカ
の
中
ソ
関
係
専
門
家
と
し
て

知
ら
れ
る
ド
ナル
ド・
S－
ザ
ゴ
リ
ア
教

き
だ
と
力
説
し
て
き
た一
人
で
あ
る
だ
け

に 、
や
は
り
注
目
すべ
き
発
官
で
あ
ろ

Pつ 。ま
た 、
ア
メ
p
カ
の
東
ア
ジ
ア
国
際
関

係
の
権
威 、
ロ
バ
I
ト・
A・
ス
カ
ラ
ピ

1
ノ
教
授
（カ
リ
フ
ォ

ル
ユ
ア
大
〈バ

ー
ク
レ
ー〉

束
ア
ジ
ア
研
究所
長）
は 、

ど
く
最
近 、
米
中
ソ
の
三
角
関
係
に
触
れ

て、
－mソ
改
哉
の
可
能
性
を
指
摘
し 、
「
中

国
を 、
ソ
連
に
対
し
て
抗
争
す
る
要
素
と

考
え
る
わ
け
に
は
い
か
ない」
と、
東
京

で
行
な
わ
れ
た
外
国
人
記
者
ク
ラ
プ
の
講

演
で
も
語っ
て
い
る
（一
九
八
三
年
六
月

一
四
口） 。

ス
カ
ラ
ピ
l
ノ
教
授
は 、
従
来
か
らい
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値
下
げ
圧
力で 、
B
N
O
C
付
今
年二
刀

に
原
油
価
下
け
の
n
火
を
切
ら
さ
れ 、
そ

の
販
売
力
の
弱
さ 、
価
格
支
持
力
の
な
さ

を
露
呈
し
た 。
B
P
やシ
ェ

ル
な
ど
英
国

系
企
業
は 、
価
格
安
定
を
守
ろ
う
と
す
る

英
国
政
府
の
代
理
人
で
あ
る
B
N
o
c
k

表
面
上
段
協
力
的
だっ
た
と
言
わ
れ
る

が 、
足
終
的
に
せ
ζ
%
まで
O
P
E
C
同

格
の
追
随
者
で
あっ
た
B
N
O
C
が
サ
ウ

ジ
や
ナ
イ
ジ
ェ
P
アに
先
行
し
て
値
下
げ

の
p
l
ド

役に
さ
せ
ら
れ
て
し
まっ
た 。

北
海
原
油
の
海
外
最
大
市
場
の
米
国で

は 、
向
原
油
と
競
合
油で
あ
る
テ
キ
サ
ス

産
の
軽
質
油
が
値
下
げ
に
な
る
と 、
ど
う

日間利益

図4高成畏会社だガ・・・…
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し
て
も
北
海
原
油
の

値
下
げ
に
圧
力
が
か

か
る 。
そ
し
て 、
英

国の
先
行
値
下
げ

は 、
と
れ
ま
た
競合

油
租
の
産
出
国で
あ

る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を

揺
さ
ぶっ
た 。

と
う
し
た
事
態
は

オ
イル・
グ
ラッ
ト

（
供
給
過
剰）
の
状

況で
一得
び
起
と
ら
な

い
と
も
限
ら
ない 。

そ
れで
た
え
と
コエ
ク
ソィJ
T一
ど
l 、「B

N
O
C
は
政
府
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
え
ない」
と
し
て 、
そ
の
解
体
を
示

唆
し
て
い
る 。
B
N
O
C
が
念
ま
じ
政
府

代
理
人
と
し
て
価
格
設
定
者
と
思
わ
れ
て

い
る
か
ら
圧
力
を
受
け
る
と
言
う
の
だ 。

米
系
メ
ジ
ャ
ー

だ
けで
なく 、
英
国
の

世
論
も
B
N
O
C
の
存
続に
対
し
て
懐
疑

的
ない
し
否
定
的
だ 。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

誌

は 、
「
B
N
O
C
K
は
価
格
設
定
やコ
ス

ト
算
定
の
カ
は
ない 。
約五
O
の
供
給
者

と
三
O
の
顧
客
に
対
し
て 、
同
時に
正
直

な
仲
介
者
役
を
泊
じ
る
と
とで
原
油
の
売

り
買い
を
行
ない 、
そ
れに
よっ
て
価
格

を
決
め
て
い
る」
と
し 、
「B
N
O
C
は

廃
止
すべ
き
だ」
と
痛
烈
だ 。

O
P
E
C
も 、
い
ま
や
B
N
O
C
を

無
視
で
き
－な
く
なっ
て
お
り 、
何
か
と
相

談
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が 、
B
N
O
C
を

M
政
治
的
な
ゆ
す
りH
の
道
具
に
使
お
う

と
し
てν
る

服
か
に 、
B
N
O
C
は
英
国
の
ため
の

原
油
供
給
を
確
保
し 、
M
M
収
入
今回
増
や

すと
と
を
円
的
に
設
立
さ
れ
た 。
ζ
れ
ま

で
は
原
油
価
格
の
上
見
と
北
海
原
油
の
増

産
と
が
絡
み
合っ
て 、
そ
れ
な
りに
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
る 。
し
か
し 、

販
売
カ
が
弱
く 、

価
格
支
持
カ
の
ない
ま

ま 、
取
引
訟
が
拡
大
し 、
し
か
も
原
油
価

格
が
不
安
定
と
なっ
て
か
ら 、
そ
の
存
在

基
盤
が
揺
ら
ぎ
出
し
た 。

工
業
闘で
あ
り
な
が
ら
原
油
国
と
い
う

立
唱
は 、
何
も
英
国
だ
けで
は
ない 。
別

に
B
N
O
C
が
なく
と
も 、
英
国
は
北
梅

原
油
の
安
定
確
保
は
図
れ
ない
と
と
は
な

い 。
石
油
収
入
に
し
て
も
し
か
り
だ 。
民

間部
入
子
会
社
の
プ
リト
イル
が
発
足
し

たい
ま
と
なっ
て
は 、
国
営
企
業
B
N
O

C
の
無
用
論
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か
り

で
あ
る 。

（
伊
豆
村
房一
配
者）
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う
機
会
で
あっ
た
が 、
米
中
関
係
が
悪
化

し
て
い
た
折で
も
あ
り 、
ま
た 、
近
く
シ

ュ
ル
ツ
米
国
務
長
官の
訪
中
が
予
定
さ
れ

て
い
た
時
期で
も
あっ
た
だ
け
に 、
米
中

改
善へ
の
大
き
な
期
待
に
つ
な
がっ
た
の

で
あ
ろ
う 。
カ
！
タl
政
権
時
代
に
プレ

ジ
ン
ス
キ
l

特
別
補
佐
官の
中
国
問
題
プ

レ
1
y
と
し
て
ホ
ワ
イ
トρ
ウス
で
中
国

政
策
の
立
案
に
た
ず
さ
わっ
た
マ
イ
ケ

ル・
オ
ク
セ
ン
パ
l

グ
教
授
ら
は 、
む
能

な
シ
ュ

ル
ツ
長
官
が
訪
中
す
れ
ば 、
米
中

関
係
は
必
ず
打
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
み

念
し 、
中
国
の
世
界
戦
略
は
すで
に
大
き

く
変
わっ
て
い
る
の
だ
か
ら 、
シ
ュ

ル
ツ

訪
中
に
よっ
て
も 、
米
中
関
係
は
改
普
さ

れ
念h
と
見
る
私
の
見
解
と
対
立
し
た 。

実
際 、
シ
ュ

ル
ツ
訪
中
に
よっ
て
も 、

米
中
関
係
は
打
開
さ
れ
な
かっ
た 。
し
か

も 、
今
日
の
中
国
政
治
の
最
高
9
1

ダ
l

ャ
ライニングから

ディスクプレーキ

シ
ッ

プ
を
占
め 、
明
ら
か
に
対
ソ
改
持
派

と
思
わ
れ
る
胡
錨
邦・
総
世
紀
は 、
つ
い

に
シ
ュ

ル
ツ
長
官
に
会
わ
な
かっ
た
の
で

あ
る 。
そ
れ
だ
け
に 、
今 、
中
国
の
新
し

い
転
換
に
際
し
て 、
・中
国
専
門
家
のレ
ベ

ル
で
も 、
国
際
的
に
大
き
な
戸
惑い
が
生

じ
て
い
る
と
言っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

と
の
点
は 、
今
回
私
が
出
席
し
たパ
シ

「
ソ
連
モ
デ
ル」

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
本
年

度の
内
部
討
議
の
テ
ー

マ
は 、
正
式
に

は 、
「
中
議
人
民
共
和
国
の
新
し
い
政
策

方
向」
と
題
す
る
も
の
で 、
去
る
五
月
二

O
白
か
ら
二
二
日
ま
で 、
ア
メ
p
ヵ 、
イ

ギ
リス 、
オ
ー

ス
ト
ラ
リア 、
香
港 、
台

湾 、
フ
ィ
H
ピ
ン 、
タ
イ 、
韓
国 、
マ
レ

ー
シ
ア
な
ど
か
ら
二
十
数
名
の
メ
ン
バ
ー

ブレーキアッセンブリまで

日本で唯一のコンプリート・

フ．レーキシステムメーカー

フ
ィ
ッ
ク・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
必で
も
実

感
さ
れ
た
が 、
し
か
し 、
と
の
会
議
は
同

時
に 、
今
や
中
ソ
接
近
は
既
定
の
方
向
と

み
悲
し 、
そ
の
よ
う
な
中
ソ
接
近
の
グ

中

身d
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
と
い
う
点で

画
期
的
だっ
た
と
言
え
よ
う 。
一
年
前
と

比べ
た
だ
けで
も 、
大
き
な
変
化
で
あ

，
ヲ念 。

，、

の
収
数
の
帰
結

れ
た
新
し
い
政
策
提
言
機
関で
あ
り 、
カ

リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
〈バ
ー

クレ
ー〉

の

来
アジ
ア
研
究
所 、
ジ
ョ
ー
ジ・
ワ
シ
y

ト
ン
大
学
中
ソ
問
題
研
究
所 、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
国
際
変
動
研
究
所 、
オ
1

ス
ト
ラ

p
ア
国
立
大
学
戦
略・
防
衛
研
究
所 、
そ

れ
に
わ
が
国
の
平
和・
安
全
保
障
研
究
所

な
ど
と
提
携
し
て
い
て 、
理
事
会
に
は 、

大
米
佐
武
郎・
元
外
相
も
名
を
連
ね
て
い

る 。今
回
は 、
第一
日
目
の
U
頭
か
ら
私
の

ペ
ーパ
ー

「
中
国
の
政
治
的
現
実
と
中
ソ

和
解」
を
基
調
論
文
と
し
て
論
印刷
が
始
ま

り 、
ラ
ン
ド・
コ
！

ポレ
l

シ
ョ
ン
の
リ

チ
ャ
1
ド・
ソロ
モ
ン
部
長
が
ディ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン・
91 ．タ
ー

で
あっ
た 。
ア
メ

リカ
側
か
ら
は
中
堅
の
中
国
研
究
者
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
K・
リ
1

パ
1

サ
ル

教
授
（ス
ワ
1

ス
モ
ア・
カレ
ッ
ジ）
が

安

を
集め
て
行
な
わ
れ 、
日
本
か
ら
は
私
が

参
加
し
た 。

パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・

フ
ォ
ー

ラ
ム

の一
請
』白川

パ
シ
フ
ィ
ッ

ク・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は 、
ア

メ
uy
カ
の
退
役
海
軍
将
軍L・
グェ
イ
シ

l
議
長
の
も
と
に一
九
七
五
年
に
設
立
さ

vw
暗
ヌ
レ
E
キ
王
業
株
式
会
松

本
社
／
点
ぶ
剛山
中
央
夜一
日
本
件同
小
網
町
山口

T
E
L
（
6
6
8）
5
1
7
1｛

大
代
ぷ）

5 
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同一・
ゆ一呈
剣一進
側一勝

／一内
E一．
鮫一

米
国
製
造
業
2
1
2
業
種
の
需
要
予
測

号一
l
m
年
の
成
長・
衰
退
業
種
ラ
ン
キ
ン

グ
｜

河

瀦
鴻
例
到
創UM引州
引引州
側
劃
培←M削捌れ
議吋は た

「
中
国
の
最
近
の
外
交
政
策」
と
題
す
る

報
告
を
行
な
い 、
限
定
的
左
中ソ
改
普
と

い
う 、
今
日
で
は
か
な
り一

般
的
な
見
方

を
提
示
し
た 。

軽
視
さ
れ
る
伝
統
的
中
国
分
析

は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン・
P
1

ダ
ー

で
あ

っ
た 。今

回のパ
シ
フ
ィ
ッ
ク・
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は 、
ロ
パ
1
ト・

ス
カ
ラ
ピ
1
ノ
教
授

が
討
論
全
体
を
深く
掘
り

下
げ
て
総
指
し

た
が 、
東
京
の
外
国
人
記
者
ク
ラ
プ
で
の

先
の
同
教
授
の
発
言
は 、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
討
議
を
宵
最
に
し
た

も
の
だ
と
言
え
よ
う 。

総
じ
て
ア
メ
P
カ
の
中
国
認
識
は 、
七

0
年
代
の
米
中
接
近
以
降 、
専
ら
戦
略
的

次
元で
中
国
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向

が
強
く 、
従
来
の
伝
統
的
念
中
国
分
析

（
チ
ャ
イ
ナ・
ウォ
ッ

チ
ン
グ）
を
軽
視

し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。

今
回
の
会
識
で
も 、
中
国
の
人
事
を
分

析
し
て 、
「
親ソ
派」
の
台
頭
に
注
意
を

喚
起
し
た
香
港の
『
サ
ウ
ス・
チ
ャ
イ
ナ

．
モ
ーニ
ン
グ・
ポ
ス
ト』

紙
の
デ
イ
グ

と
の
セ
ッ
シ
ョ
シ
の
討
議
は 、
翌
日
の

中
国
の
対
外
戦
略
に
関
す
るセ
ッ
シ
ョ
ン

に
引
き
継
が
れ
た 。
そ
と
に
は 、
ド
ナル

ド・
ザゴ
9
ア
教
授
が
前
記
『
フ
ォ
l
リ

シ・
ア
フェ
ア
ズ』
論
文
の
第二
部
と
目

さ
れ
る
「モ
ス
ク
ワ・
北
京
の
デ
タ
ン

ト」
と
い
う
同
様
の
タ
イ
ト

ル
のペ
ー

パ

ー
を
提
出
し
た 。
レ
ー

ガ
ン
政
権の
政
策

決
定
に
も
参
与
し 、
わ
が
国
の
永
井
陽
之

助
教
授
（
東
工
大）
と
日
本
の
安
全
保
障

政
策
で
論
争
し
て
注
目
さ
れ
たロ
バ
1
ト

．
フ
ァ

ル
ツ
グ
ラ
フ
教
授
（
タ
フ
ツ
大
学

，

4
1・
ス
ク
ー

ル）
が 、
今
度

／
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2
0
ヵ
国

在
外
1
万
社
の
最
新
デ
i
タ
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〈
仰
年
版v

日
本
側
企
業
名
＼
現
地
投

資
企
業
名、

資
本
金、

業
種
・

事
業
内

容、

所
在
地
・

屯
話
番目
す
な
ど
国
別
に

調査・内容見本進呈・9800円

ィ
ッ
ド・

チェ
シ
外
報
主
幹
の
見
方に
や

や
冷
た
い
反
応
が
見
ら
れ
た
け
れ
ど
も 、

や
は
り
中
国
の
政
治・
外
交
の
分
析
に

は 、
戦
略
的
次
元の
分
析
と
中
圏
内
政
に

闘
す
る
地
波
研
究
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
双
方

を
統一
す
る
視
座
が
是
非
と
も
要
制
さ
れ

よ
う 。ζ

の
点
を
私
は 、
今
回
の
会
議で
も
強

調
し
た
の
で
あっ
た 。

こ
こ
一

年
の
潮
流
変
化

だ
が 、
い
ず
れ
に
せ
よ 、
最
近
の
ア
メ

リ
カ
で
は 、
先ど
ろ 、
『シ
ベ
リ
ア
開

発』
に
関
す
る
近
著
も
刊
行
し
た
ア
レ
ン

．
ホ
ワ
イ
テ
ィ

ン
グ
教
授
が
私
に
送っ
て

き
た
ご
九
八
0
年
代
の
中ソ
関
係」
と

題
す
る
最
近
の
ペ
ー

パ
ー

や
ウ
ィ
p
ア
ム

・
グ
P
フ
ィ

ス
教
授
（
M
I
T）
の
「
中

ソ
和
解
は
本
物
か」
と
題
す
る
論
文（
『
共

東洋経済新報社
<103＞県民主灯本総本｛ jlll口l

産
主
義
の
諸
問
題』
一
九
八
三
年
三
l

四

月
号）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
中ソ

双
方の
兵
力
削
減
交渉
や
将
来
の
中ソ
経

済
協
力
の
可
能
性
を
論
ず
る
も
の
も
出
始

め
て
い
る 。

わ
ず
か一
年
間
の
う
ち
に 、
国
際
的
な

中
国
研
究
のコ
ミュ
ニ
テ
ィ
ー

に
お
い
て

も 、
大
き
く
論
調の
変
化
が
見
ら
れ
る
と

と
は 、
印
象
深い 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、
中
圏
内
政
は 、
今

後 、
不
可
避
的
に
「ソ
連モ
デ
ル」
へ
と

収
欲
し
て
ゆ
く

で
あ
ろ
う
し 、
中
国
の
指

帯
者
は 、
七
0
年
代
の
よ
う
な
形で
は
ソ

連
を
脅
威
と
感
じ
な
く
な
りつ
つ
あ
る
だ

Q引

け
に 、
と
の
よ
う
な
中
国
の
内
部
的

な慶111

化
が
当
面
の
米
中ソ
関
係
や
日
中間係
に

9

ど
の
よ
う
に
は
ね
返っ
て
く
る
の
か 、
大

7

い
に
注
目
すべ
き
で
あ
ろ
う 。

dp 74 週刊東洋経済



2月， タュルツ米国務長官が紡中したが何IWP)

わ
ゆ
る
「
中
国
カ
ー
ド」

政
策
に
は
批
判

的
で
あっ
た
け
れ
ど
も 、
今
や
米
中
ソ
関

係
の
中で
中
国
は
自
ら
の
利
益
の
た
め
に

も 、
中
ソ
改
善へ
動
きつ
つ
あ
る
と
と

を 、
同
教
授
の
よ
う
な
影
響
力
の
あ
る
構

成
が
認
め
始め
た
と
い
う
点で
注
目
に
値

す
る 。

グ
中
国
版
K
G
B
d

新
設
の
意
味

人
民
代
表
大
会
第一
回
会
議
は 、
そ
う
し

た
党
官
僚
独
裁
体
制
下で
国
家レ
ペ
ル
の

一
連
の
人
事
を
体
裁
を
整
え
て
補
填
し
た

P
儀
式d
k
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あっ

て 、
今
や
中
国
の
政
治
が
毛
沢
東
型
の
カ

リ
ス
マ
的
支
配
の
時
代
か
ら
郵
小
平・
胡

掘
邦
型
の
官
僚
的
支
配
の
時
代 、
つ
ま

り 、
ρ

赤い
貴
族d
の
独
裁
体
制
の
時
代

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
と
を
明
白
に
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う 。

そ
れ
だ
け 、
中
国
の
政
治
体
質
と
政
治

機
構
は
徐々
に
ソ
連
に
類
似
し
て
き
て
い

る
の
で
あっ
て 、
今
や
中
国
共
産
党
は
中

央
書
記
処
（
魯
記
局）
中
心
の
組
織
的
権

力
基
盤
の
も
と
の
政
治
装
置に
変
質
し
て

き
で
い
る 。
そ
し
て 、
今
回
の
全
人
代

に 、
も
し
も
重
要
な
問
題
点
を
拾
う
・な
ら

ば 、
そ
料
は
李
先
念
母宮
家
主
席
や
彰
真

．
全
人
代
常
務
委
員
長
が
選
任
さ
れ
た
と

と
で
は
・な
く
し
て 、
明
ら
か
に
H

中
国
版

K
G
BH
を
目
指
す
国
家
安
全
省
の
新
設

が
決
定
さ
れ
た
と
とで
あ
ろ
う 。

と
の
点
で
も 、
中
国
は
ソ
連
型
の
政
治

体
質
を
有
し
始め
て
い
る
の
だ
が 、
と
の

よ
う
念
中
国
政
治全
般
の
非
毛
沢
東
化・

ソ
連モ
デル
化
に
従っ
て 、
中
国
の
指
導

者
の
対
ソ
認
識
も
根
本
的
に
変
化
し
始め

て
い
る
の
だ 。

少
な
く
と
も 、
今
日
の
中
国
の
9
1

ダ

ー
は 、
毛
沢
東
時
代
の
よ
う
に
ソ
連
を
哀

の
脅
威
と
は
感
じ
な
く
・なっ
て
い
る
の
で

は
念
い
か 。

と
の
よ
う
な
対
ソ
認
憾
の
変
化
は 、
当

然 、
中
国
の
世
界
戦
略
の
転
換
に
つ
念
が

る
の
で
あ
り 、

今
日
の
中
国
は 、
米
中
関

係
を
基
軸
に
じ
た
七
0
年
代
の
反「
覇
権」

戦
略
か
ら
今
や
完
全
に
決
別
し
た
と
言っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

中
国
認
識
の

国
際
的
潮
流

私
は 、
右
の
よ
う
な
見
解
を 、
と
の
と

と
ろ 、
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
的
念
会
議
や

セ
ミ
ナ
ー

で 、
ま
た
外
国
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

か
ら
の
イ
ン
タ
ビュ
ー

の
機
会
に 、、

し
ば
し
ば
強
調
し
て
き
た 。

昨
年
か
ら
本
年
年
央
に
か
け
て
の
中
国

をめ
ぐ
る
国
際
会
議
に
限っ
て
振
り

返っ

て
み
る
と 、
昨
年
四
月
の
シ
カゴ
に
お
け

る
米
国
ア
ジ
ア
研
究
学
会
（
A
A
S）

年
次
大
会 、
五
月
の
沖
細
に
お
け
る
ア
ジ

ア・
太
平
洋
安
全
保
障
会
議
（

私川町A

P）
、

八
月
の
西ド
イ
ツ・
ザ
1

ル
プ
リ

ユ
ツ

ケ
シ
に
お
け
る
現
代
中
国
国
際
会

議 、
本
年一
月
の
ハ
ーバ
ー
ド

大
学に
お

け
る
『
ケシ
ブ
リッ
ジ
中
国
史』
執
筆
者

会
議 、
そ
し
て 、
去
る
五
月
の
マ
ウ
イ
’品

（ハ
ワ
イ）
に
お
け
るパ
シ
フ
ィ
ッ
ク・

フ
ォ
ー
ラム
の
中
国
検
討
会
議
な
ど
が
そ

れ
で
あ
り、

私
は、
と
れ
ら
の
会
識に
報

告
者、
討
論
者
も
し
く
は
議
長
と
し
て
参

加
し
た 。
さ
ら
に
わ
が
国で
聞
か
れ
た
い

く
つ
か
の
国
際シ
y
ポ
ジ
ウム
や
私
の
研

究
室
を
訪
れ
る
多く
の
専
門
家
やジャ
ー

ナ
リス
ト
と
も
論
じ
合っ
て
き
た 。

ど
く
近い
期
間
に
議
論
し
た
主
要
な
専

門
家
を
思い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
れ
ば 、
米

国
ア
ジ
ア
研
究
学
会
の
際
の
ル
シ
ア
ン・

パ
イ
（
M
I
T） 、
パ
リ
ス・
チャ
ン

（ ・ヘ
シ
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大） 、
ト
1

マ

ス・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

（ジョ
ー
ジ・
タ
ウン

大）
ら 、
ア
ジ
ア・
太
平
洋
安
全
保
障
会

議
で
の
リ
チャ
l
ド・
ソロ
モ
ン
（
ラ
シ

ド・
コ
ーポ
レ
1

シ
ョ

シ
研
究
部
長） 、

現
代
中
盟
国
際
会
裁で
の
ロ
バ
l
ト・

ス

カ
ラ
ピ
1
ノ
（
前
出） 、
チャ
ル
マ
1

ズ・
ジョ
シ
ソ
ン
（カ
p
フ
ォ

ル
ニ
ア
大

〈バ
ー
クレ
ー〉） 、

ペ
シ
ジ
ャ
ミ
シ・

シ
ュ
ワ
ル
ツ
（円
1パ
1
ド

大） 、
ユ
ル

ゲ
ン・
ド
1

メス
（
西
独
ザ
1

ル
大） 、

ル
シ
ア
シ・
パ
イ
（
前
出）
ら 、
比一
1バ

9 7. 58. 週刊東洋経済71 



ー
ド

会
議
で
の
ジ
ョ
ン・
フェ
アパ
y
ク

（ハ
ー

バ
ー
ド

大） 、
ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・

シ
ュ
ワ
ル
ツ
（
同） 、
ロ
デ
リ
ッ
ク・
マ

ッ
ク
フ
ァ
1

カ
1

（
イ
ギ
リ
ス
〈戸
p

l） 、
ァ
レ
ン・
ホ
ワ
イ
テ
ィ

ン
グ
（
ア

リ
ゾ
ナ
大） 、
マ
イ
ケル・
オ
ク
セ
ン
バ

l
グ
（ミ
シ
ガ
ン
大） 、
ハ
p
l・

ハ
ー

デ
ィ

ン
グ
ス
（ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大） 、

ス
チュ
ア
1
ト・
シ
ュ
ラ
ム
（ロ
ン
ド
ン

大） 、
ラ
ル
フ・
ク
ラ
フ
（
ア
メ
リ
カ 、

フ
リ
l）
ら 、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
の
ロ
パ
l
ト・

ス
カ
ラ
ピ
l
ノ

（
前
出） 、
ド

ナル
ド・

ザ
ゴ
リ
ア
（
前

出） 、
9
チ
ャ
l
ド・
ソ
ロ
モ
ン
（
前

7
出） 、
ロ
パ
l
ト・
フ
ァ

ル
ツ
グ
ラ
フ

／／
（
タ
フ
ツ
大）
ら 、
さ
ら
に 、
訪
日
し
た

ド

υd：
パ
ネッ
ト

（ジ
ョ
ン
ズ・
ホ
プ

キ
シ
ス
大） 、
フ
ィ

ル・
E・
クッ
ク
ス

（ス
イ
ス 、
明
ゲ
1

ル
大
学） 、
ク
ロ
ー

ド・
カ
ダ
1

ル
（
フ
ラ
ン
ス
国
際
関
係
調

査
研
究セ
ン
タ
ー

巾
園
部
長） 、
L・
デ

pュ
l
シ
ン
（
ソ
迎
科
学ア
カ
デ
ミ
ー

東

洋
学
研
究
所
中
国
部
長）
ら
で
あ
る 。

ま
た 、
当
の
中
国
の
専
門
家
と
し
て

は 、
国
際
問
題
研
究
所
高
緩
研
究
員で
中

国
の
朝
鮮
半
品
政
策に
大
き
な
影
響
力
を

持つ
陶
銅
山 、
中
国
が
ア
メ
p
カ
の
巨
大

v

，
タ
ン
ク 、
ラ
シ
ド・
コ
1

ボ

．
／

 

f
 

レ
1
シ
ョ

ン
に
送っ
た
最
初
の
研
究
者

で 、
去
る
五
月
五
日
の
『人
民
日
報』
に

「レ
ー

ガ
ン
政
樹の
軍
事
戦
略
分
析」
と

題
す
る
報
告
を
書い
て
注
目
さ
れ
て
い
る

中
国
社
会
科
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
張

静
恰
ら
で
あ
る 。

と
れ
ら
の
専
門
家
と
の
討
議
を
通
じ

て 、
私
段 、
自
ら
の
見
解
を
確
認
す
るζ

と
も
で
き
た
が 、
特に
中ソ
接
近
の
展
望

に
つ
い
て
は 、
と
れ
ま
で 、
私
は
常に
少

数
派
で
あ
り 、

多
く
の
一専
門
家
は 、
当
の

巾
国
の
専
門
家
を
含め
て 、
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て 、
極め
て
否
定
的
で
あっ
た 。

そ
れ
は 、
私
が
主
強
す
る
よ
う
な
中ソ
和

解
の
方
向の
み
な
ら
ず 、
咋
秋
の
中ソ
次

官
会
議
以
降
明
自
に
なっ
た一
連
の
H

巾

ソ
接
触H
の
可
能
性に
対
し
て
さ
え 、
懐

疑
的
で
あっ
た
と
言
え
よ
う 。

そ
の
理
由
は 、
様々
で
あ
ろ
う
が 、
と

れ
ら
の
専
門
家
の
問
で
も 、
巾・
国
内
政

の
深
郊
の
変
化
に
つ
い
て
は 、
そ
れ
ほ 4と

深
刻に
認
撤
さ
れ
ず 、
専
ら
米
中ソ
関
係

と
い
っ
た
国
際
的
念パ
ワ
1・

ゲ
ー

ム
の

次
元
で 、
そ
し
て
ま
た 、
「
四つ
の
現
代

化」
を
目
指
す
中
国
のU
国
益d
に
照
ら
し

て 、
巾ソ
接
近
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
見

解
が
や
は
り

支
配
的
で
あっ
た 。

特に一
昨
年
後
半
以
来 、
台
湾
問
題
を

め
ぐっ
て 、
中
国
の
対
米
態
度
が
厳
し
く

な
り
始め
た
と
き 、
咋
悲
の
私
の
訪
米
時

に
は 、
多
く
の
ア
メ
D
カ
の いゆ
門
ま
や
国

務
省
の
見
方は 、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
台
湾
政

策
に
大
き
な
変
更は
な
く 、
北
京
に
対
し

て
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
配
慮
し
て
い
る
の

に 、
北
京
の
出
方
が
と
う
も
厳
し
い
の

は 、
部
小
平
体
制
が
内
政
的
に
不
安
定

で 、
そ
の
た
め
ア
メ
9
カ
に
対
し
て
強
く

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う 、
と
い

う
窓
見
が一
般
的
で
あっ
た 。

と
の
よ
う
な
見
方は 、
実
際に
は
逆
で

あ
り 、
部
小
平
体
制
は一
九
七
八
年一
二

月
の
中
国
共
産
党
三
中
全
会
以
来 、
非
毛

沢
東
化
を
大
きく
進
歩
さ
せ 、
そ
の
内
政

的
基
盤
を
著
し
く

強
化
し
つ
つ
あっ
た
の

で
あ
る 。

咋
年
八
月
の
ザ
l

ル
プ
リュ
ッ

ケ
ン
に

お
け
る
現
代
中
国
国
際
会
議
は 、
世
界
各

国
か
ら
第一
線
の
中
国
研
究
者
を
集
め

て 、
現
状
分
析
か
ら
中
国
研
究
の
方
法
論

に
至
る
ま
で 、
様々
な
論
議
が
戦
わ
さ
れ

た
本
絡
的
な
国
際
会
裁で
あっ
た 。

時
あ
た
か
も
「
教
科
3問
題」
で
中
国

が
日
本
の
「
軍
国
化」
「
布
傾
化」
を
激

し
く
批
判
し
て
い
た
と
と
に
関
し
て 、
そ

れ
は 、
近い
持
来
の
中ソ
接
近
を
含
む
中

凶
の
世
界
戦
略
の
転
換
を
刊
品川に
し
て
い

l説率的政府主は併なの五到
小さな政府の
経済学 明お誤認

ジ ョージ・J・スティグラー著余語将毒事／字
佐美泰生訳 シカゴ学派の亙鋲による国
家の経済規制に関する実証研究。

東洋経済新報社

る
と
い
う

私
の
分
析に
は 、
そ
ん
な
見
方

が
可
能
な
の
か
と
半
信
半
疑
の
雰
囲
気
で

あっ
た 。

中ソ
接
近
は 、
翌
九
月
の
中ソ
次
官
級

会
談
の
開
仰
に
よっ
て 、
ま
た
た
く
問に

既
定
の
市
災に
なっ
た
の
で
あ
る
が 、
ア

メ
リ
カ
側
に
は 、
依
然
と
し
て
米
中
山
係

の
改
並に
期
待
す
る
見
方
が
強
かっ
た 。

シ
ュ
ル
ツ
に
会
わ
な
か
っ
た
胡
耀
邦

去
る一
月
のハ
ー

バ
ー
ド

会
議
は 、
本

来 、
『
ケ
ン
〆
pッ
ジ
中
国
史』
第一
四

巻 、
第一
五
巻
の
「
現
代
の
部」
の
執
筆

者
が一
立に
会
し
て
問
題
窓
諮
を
深め
合
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